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エコアクション 21 環境経営レポート 

 

【１】組織の概要 

（１）名称及び代表者氏名 

  誠和工業株式会社 

  代表取締役 遠藤信也 

（２）所在地 

本  社   : 千葉県船橋市金杉七丁目 41番１号（登記上の所在地） 

  管理センター : 千葉県船橋市金杉７丁目３番 21号（実質的な本社機能） 

  潮見工場   : 千葉県船橋市潮見町３６番地２、３６番地 3 

  美浦工場   : 茨城県稲敷郡美浦村土屋字山下１９８２  

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先： 

[責任者] 遠藤信也 TEL:047-490-7788(管理センター)    

   [担当者]       同上 

（４）事業の概要 

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物中間処理業、収集運搬業及びそれらに付随する 

貴金属・非鉄金属回収・再生業 

（５）事業の規模 

設立年月日： 1971 年 1月 14 日 

資本金  ： １千万円 

売 上  ： 7.52 億円（2023年 10 月 1日～2024 年 9月 30 日） 

従業員数 ： 30 人（2024年 3 月末現在） 

総敷地面積： 6,182 ㎡  

(美浦工場:3,362 ㎡ 潮見工場:2,325 ㎡ 管理センター:495 ㎡) 

（６）事業年度 １０月～９月 

 

【２】対象範囲(認証・登録範囲) 

認証・登録番号  ： 0008927 

認証・登録年月日 ： 2012 年 12 月 4日     

認証・登録事業者名： 誠和工業株式会社     

対象事業所名   ： ➀管理センター ②潮見工場 ③美浦工場 

対象事業活動   ： ➀(特別管理)産業廃棄物中間処理業 

           ②(特別管理)産業廃棄物収集運搬業 

           ③有価物(貴金属・非鉄金属原料)リサイクル業 

レポートの対象期間： ２０２３年１０月１日～２０２４年 9月３０日 

           (２０２４年１１月１日発行) 
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【３】環境経営方針 

  制定日：2012 年 7 月 23 日 

  改定日：2021 年 11 月 1日 

  制定・改定者：代表取締役 遠藤信也 

 

《基本理念》 

当社は昭和４６年設立以来「経済性と環境性の両立」をモットーに、産業廃液から

の有価金属の回収と、廃棄物焼却熱の有効利用に関わる技術・システムの開発に取り

組んでまいりました。そこで得た成果は広く業界にも提供し、経済効率の追求と環境

性の向上とは相矛盾しないことを、実践を以って経験してきました。 

 近年、私ども産業廃棄物処理業者に対する排出事業者の要求は、地域的公害の防止

という基本的な事項から、地球規模での環境保全と経済的利益を伴う資源の有効利用

へと、年々ハードルが上がっています。 

 当社はそのような社会的要請に応えるために、以下の環境経営方針を定め、事業を

通じて蓄積した知識とノウハウを活用し、当社と利害関係者の経済性を損なうことな

く、環境経営の継続的改善を実施し、より高い実効性の望める環境活動を積極的に推

進してまいります。 

 

《環境保全への行動指針》  

１．環境経営方針を全従業員に周知させ、環境保全への意識の向上を図ります。

  

２．具体的に次のことに取り組みます。  

   【二酸化炭素排出量の削減】①  電力消費の削減 

   【廃棄物排出量の削減】  ②  受託産業廃棄物の二次産業廃棄物排出量の削減 

   【排水量の削減】     ③  節水活動の推進 

   【グリーン購入の促進】  ④  環境物品の購入比率の向上 

   【事業に関する環境配慮】 ⑤  収集運搬車両の燃料消費の削減 

⑥  焼却施設の助燃材消費の削減 

【環境教育の推進】      ⑦  外部環境関連講習への積極的な参加 

  

3．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。 
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【４】環境経営目標 

  《注 1》基準値は原則過去３年間(2020～2022 年度)の平均値。 

  《注 2》中期目標は 2024 年度までに達成すべき目標。 

 

➀電力消費の削減 

 対象部門：管理センター 

 担当部門/責任者：管理センター/遠藤信也 

 基準値：4,317kg-CO2（9,573kwh） 

(東京電力 2021 年度排出係数 0.451 を用いて計算。) 

 目標値：基準値以下 

 中期目標：目標値を維持 

 

②受託産業廃棄物の二次産業廃棄物排出量の削減 

 対象部門：美浦工場 

 担当部門/責任者：美浦工場/高橋謙二 

 基準値：委託比率 17.3kg/t 

 目標値：基準値以下 

 中期目標：目標値を維持  

 ※委託比率とは、処分委託した二次産業廃棄物（kg）を処分した産業廃棄物及び有価物

の総量（t）で割った数字。 

 

③節水活動の推進 

 対象部門：全社  

 担当部門/責任者：管理センター/遠藤信也 

 基準値：排水量 21.7 ㎥/人 

 目標値： 基準値以下 

 中期目標：基準値の 90%以下 

 ※排水量は、会社全体の年間総排水量を、3 月 31 日時点の従業員数で割ることで求め

る。 

 

④環境物品の購入比率の向上 

 対象部門：管理センター（潮見工場事務所、美浦工場事務所の消費分も含む） 

 担当部門/責任者：管理センター/遠藤信也 

 基準値：購入率 89% 

 目標値：購入率 80%以上 

 中期目標：目標値を維持 

 ※購入率は、購入した事務所消耗品の総金額のうち、グリーン購入法適合商品の占める
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比率を指す。基準値を下回っているが、イレギュラーな高額の消耗品を購入するケー

スもあるため、目標値は 80%以上に止める。 

 

⑤収集運搬車両の燃料消費の削減 

対象部門：営業・リサイクル部 

担当部門/責任者：営業・リサイクル部/吉信正行 

基準値：積載率 72% 

目標値：積載率 70%以上 

中期目標：目標値を維持 

※積載率は、運搬した産業廃棄物・有価物の総量を、運行した全車両の可能積載量(最

大積載量から見込み風袋重量を引いた重量)の合計で割った数字。基準値を下回って

いるが、集荷エリア内の排出事業所の密度が減少により集荷効率が低下しているこ

とを鑑み、目標値は 70%以上に止める。 

 

⑥焼却施設の助燃材消費の削減 

 対象部門：潮見工場 

担当部門/責任者：潮見工場 /高橋謙二 

基準値：455(ℓ)/バッチ(2022 年 10月 1 日～2023 年 9月 30日実績値) 

目標値：450 (ℓ)/バッチ 

中期目標：目標値を維持 

※昨年より、乾溜ガス化炉１バッチ当たりの灯油消費の適切な管理を環境目標に定め

たが、ダイオキシン類対策特別措置法の規定(燃料による昇温と停止時の温度維持)を

考慮し、過度な削減を求めず、400～450ℓの範囲で管理することを目標とする。 

 

⑦ 外部環境関連講習への積極的な参加 

 対象部門：全社 

 担当部門/責任者：管理センター/遠藤信也 

基準値：受講者数 3.5 人 

目標値：受講者数 3 人以上 

中期目標：受講者数 5人以上 

※受講者数は、第三者が主催する環境関連講習(安全・衛生を含む)を受講した延べ人数

(役員を除く)。 
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【５】環境経営計画（目標の達成手段） 

（１）管理センター 

  ◆電力消費の削減(目標➀) 

1)エアコン設定温度・運転の適性管理。 

2)不在・不要箇所の消灯、エアコンの停止の徹底 

3)ウォームビズ運動、クールビズ運動 

   

◆環境物品の購入比率の向上(目標④) 

1)文房具は事務所でまとめ買いし、各人の購入は可能な限りしない。 

2)不定期の事務消耗品を購入する際は、都度グリーン購入法適合商品をインターネ

ットで探し、可能な限り適合商品を購入する。 

 

（２）営業・リサイクル部 

◆収集運搬車両の燃料消費の削減(目標⑤) 

1)走行ルートを常に検討し、最適化を図る。 

特に運搬重量が積載量により近くなるよう工夫する。 

2)急発進・急ブレーキを避けるなど、エコドライブを徹底する。 

3)オイル交換など、車両の適切な整備を徹底する。 

 

（３）美浦工場 

◆受託産業廃棄物の二次産業廃棄物排出量の削減（目標②） 

1)中間処理後の残差がリサイクル原料となるよう処理工程を工夫する。 

2)他社でリサイクルが困難な有価金属を含む産業廃棄物の処理工程を研究し、 

リサイクル原料化が可能なものについては積極的に受け入れる。 

3)委託処理が必要な処理残渣は可能な限り減量化する。 

また、最終的に処理残渣がリサイクルされる中間処理場に委託する。  

 

（４）潮見工場 

◆焼却施設の助燃材消費の削減（目標⑥） 

1)着火後スムーズに安定燃焼に移行できるよう適切なバランスで廃棄物を投入する。 

2)燃焼空気量を適切な頻度で点検し、必要に応じ手動で調整する。 

3)乾留ガス化を妨げる廃棄物が特定された場合は、受入れを停止する。 
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 （５）全社 

◆節水活動の推進(目標③) 

1)上水消費量が前回請求分に比べ２割以上増えた場合は、漏水の点検をする。 

2)不要な水消費をしないよう心がける。 

3)雨水利用に取り組む。（管理センター） 

4)中水利用に取り組む。（潮見工場） 

 

   ◆外部環境関連講習への積極的な参加（目標⑦） 

   1)環境管理責任者は、講習会を選定し、受講者を指名する。 
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【６】環境経営目標に基づき実施した取組内容 

  《実施体制》 

   環境管理責任者・実施担当者 

管理センター実施担当者 

代表取締役 遠藤信也 

   

   事務員 4名 

(内、役員 2名、パート 1名) 

   

          

          

美浦工場・潮見工場実施担当者 

中間処理部 

部長 高橋謙二 

  営業・リサイクル部実施担当者 

（管理センター内） 

部長 吉信正行 

      営業員兼ドライバー5名(内、管

理職 2名) 

          

          

美浦工場 

作業員 9名(内、管理職 2名、

パート 2名) 

事務員 1名(パート) 

 潮見工場 

作業員 8名(内、管理職 2名) 

 

 

 《取組内容》 

（１）管理センター 

  ◆電力消費の削減(目標➀) 

    1)従来とおりスイッチ付近に「節電」の表示をする等して意識付けをし、環境経営

計画を実行した。 

2)蛍光灯を LEDに更新した。 

3)例年とおり、専門業者によるエアコン洗浄を実施した。 

4)エアコンの設定温度は、健康面を配慮し、各人の体感を優先し、特に規定を設け

なかった。 

5)換気扇の使用については、感染症に対する各人の感覚がことなるため、特に規定

を設けなかった。 

◆環境物品の購入比率の向上(目標④) 

 1)従来とおり、管理センターの事務用品担当者が、各部署で急を要するものを除き、

グリーン購入法適合製品を一括して購入した。 

 

（２）営業・リサイクル部 

◆収集運搬車両の燃料消費の削減(目標⑤) 

 1)従来とおり部門責任者を中心に最適配車ルートを選定し環境経営計画を実行し

た。 
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（３）美浦工場 

◆受託産業廃棄物の二次産業廃棄物排出量の削減（目標②） 

 1)処理工程を変更し、委託処分していた二次産業廃棄物を有価物として売却でき

るよう改善した。 

 

（４）潮見工場 

◆焼却施設の助燃材消費の削減（目標⑥） 

 1)従来とおり、乾溜ガス化炉への適切な廃棄物の投入(バランス、投入順)、燃焼空

気の調整を行い、着火から完了まで安定運転を試みた。 

 

 （５）全社 

◆節水活動の推進(目標③) 

 1)従来とおり蛇口付近に「節水」の表示をする等して意識付けをし、環境経営計画

を実行した。 

    2)管理センターのプランター向け雨水利用を継続した。 

    3)潮見工場洗濯機向け中水利用を継続した。 

   ◆外部環境関連講習への積極的な参加（目標⑦） 

    以下のとおり合計 3名が受講した。 

    1)2024年 7 月 23 日 

     全国産業資源循環連合会主催 

     産業廃棄物処理実務者研修会 (eラーニング) 

     参加者：西川、小林、松丸 
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【７】環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

《環境経営目標の実績と中長期目標》 

  二酸化炭素総排出量：854,463.83Kg-CO2 

環境経営目標 
2023 年度

目標値 

2023 年度 

実績値 

達成

度 

2024 

年度 

目標 

2025 

年度 

目標 

2026 

年度 

目標 

➀電力消費の削減 
≦545,510 

kg -CO2 

540,107 

kg-CO2※1 
〇 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

②受託産業廃棄物の二

次産業廃棄物排出量の

削減 

≦17.3kg/t 10kg/t※2 〇 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

③節水活動の推進 
≦21.7 ㎥/

人 

13.9 ㎥/人

※3 
〇 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

④環境物品の購入比率

の向上 
≧80% 89%※4 〇 

前年実績 

1％増 

前年実績 

1％増 

前年実績 

1％増 

⑤収集運搬車両の燃料

消費の削減 
≧70% 67%※5 △ 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

⑥焼却施設の助燃材消

費の削減 
未設定 

407ℓ/バッ

チ※6 
〇 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

前年実績 

1％減 

⑦ 外部環境関連講習

への積極的な参加 
受講者 3人 受講者 3人 〇 

受講者 

3 人以上 

受講者 

3 人以上 

受講者 

3 人以上 

 （目標達成度） 

〇：目標達成 

△：目標は概ね達成している 

×：目標未達成 

※1 7918.0×0.408 kg-CO2/kWh（東京電力 2023年排出係数）=実績値 

※2 二次廃棄物処分委託量 50,580÷受託廃棄物処分量 5,111ｔ=実績値 

※3 総排水量 419.5 ㎥÷3 月末時点の従業員数 30=実績値 

※4 適合商品の購入額 179,906 円÷総購入額 209,535 円=実績値 

※5 運搬総量 2,650ｔ÷総最大積載量(風袋重量を除く) 3,940ｔ=実績値 

※6 70771ℓ÷174 バッチ(年間総数)＝実績値 
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《取組の評価と次年度の環境経営目標・環境経営計画》 

環境経営目標 
取組の 

評価 
次年度の目標と計画 

➀電力消費の削減 〇 本年度と同様の活動を継続する。 

②受託産業廃棄物の二次産業廃棄

物排出量の削減 
〇 同上 

③節水活動の推進 〇 同上 

④環境物品の購入比率の向上 〇 同上 

⑤収集運搬車両の燃料消費の削減 △ ※代表者による見直しの項に記載。 

⑥焼却施設の助燃材消費の削減 〇 本年度と同様の活動を継続する。 

⑦ 外部環境関連講習への積極的

な参加 
△ 

※代表者による見直しの項に記載。 

 （取組の評価） 

  〇：問題なく取り組んでいる。 

  △：部分的な改善が必要。 

  ×：抜本的な見直しが必要。 
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【８】環境関連法規などの順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

法律等の名

称 

（関連する条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

廃棄物処理

法 （ 施 設 関

係） 

設 置

（変更）

許可の

取得 

美浦工

場 

廃棄物焼却

炉 

H14.9.19 に茨城県廃棄物対策課より設置

許可。許可証は管理センターで保管。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

汚泥乾燥機 
H14.7.17 に茨城県廃棄物対策課より変更

許可。許可証は管理センターで保管。 

潮見工

場 

廃棄物焼却

炉 

H19.7.3 に船橋市産業廃棄物課より変更

許可。許可証は管理センターで保管。 

軽微変

更の届

出 

美浦工

場 

廃棄物焼却

炉 

R2.1.15 に茨城県廃棄物対策課に現行の

変更を届出。届出書副本は管理センター

で保管。 

汚泥乾燥機 
R3.7.5 に茨城県廃棄物対策課に現行の

変更を届出。 

潮見工

場 

廃棄物焼却

炉 

R2.1.15 に船橋市産業廃棄物課に現行の

変更を届出。届出書副本は管理センター

で保管。 

廃棄物処理

法（委託基準

関係） 

処分業

（変更・

更 新 ）

許可の

取得 

茨城県 

産業廃棄物 

下記 urlに更新情報を公開。 

https://www2.sanpainet.or.jp/status.php? 

Param1=03639&Param3=1&JgyTork=1 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

特別管理産

業廃棄物 

船橋市 

産業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

収集運

搬 業

（変更・

更 新 ）

許可の

取得 

茨城県 

産業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

千葉県 

産業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

東京都 

産業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

埼玉県 

産業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

神奈川

県 
産業廃棄物 

神奈川

県 

特別管理産

業廃棄物 

 

  

https://www2.sanpainet.or.jp/status.php
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法律等の名称 

（ 関 連す る条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

廃棄物処理法

（委託基準関

係） 

処分業

変更の

届出 

茨城県 

産業廃棄物 最新の届出と現状が適合している。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

船橋市 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

収集運

搬業変

更の届

出 

茨城県 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

千葉県 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

東京都 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

埼玉県 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

神 奈 川

県 

産業廃棄物 同上 

特別管理産業

廃棄物 
同上 

事業範囲の遵守 

受託者として 

全てのマニフェストについて、処分

及び収集運搬の業務内容が、許可

範囲内であることを確認。関連デー

タは管理センターで保管。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

委託者として 

産業廃棄物は廃アルカリ、汚泥を委

託処理しており、委託先の事業範囲

内。 

書面による適正な

契約の締結・保管 

受託者として 

全てのマニフェストについて、処分

及び収集運搬の業務内容が、契約

の範囲内であることを確認。 

管理センターで全て保管。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

委託者として 

全てのマニフェストについて、処分

及び収集運搬の業務内容が、契約

の範囲内であることを確認。 

美浦工場（排出地）事務所で保管。 
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法律等の名称 

（関連する条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

廃棄物処理法

（廃棄物処理

票関係） 

マニフェストの適正

な交付（受取） 

受託者として 

自社運搬分については回収時に、

営業部が契約内容と種類・数量を確

認し適正に交付されていることを確

認。 

自社運搬第２区間分の契約との付け

合せについては回収後、管理センタ

ーで確認。 

他社持込分については持込時に、

各工場の現場で種類・数量を確認

し、受入後、管理センターで契約内

容と付け合せをし、適正に交付され

ていることを確認。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

委託者として 

美浦工場（排出地）事務所で種類・

数量を現場に確認し、契約に基づき

適正に交付。 

適正な業務終了の

報告（収集運搬、中

間処分、最終処分） 

受託者として 

潮見工場事務所又は管理センター

で、紙マニフェスト（全て）の返送によ

り適正に業務終了を報告。 

電子マニフェストについては、管理セ

ンターで、入力により適正に業務終

了を報告。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

委託者として 

美浦工場（排出地）事務所で、委託

先より、適正にマニフェストの返送を

受けていることを確認。 

マニフェスト帳簿の

作成・保管 

受託者として 

管理センターで、マニフェスト入力デ

ータを元に、帳簿（電子）を適正に作

成・保管し、各工場分をメールで送

信し、それぞれの事務所で適正に保

管。 遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 
委託者として 

美浦工場（排出地）事務所で、作成・

保管。 

マニフェストの適正

な保管 

受託者として 

処分業者控えについては各工場の

事務所で、収集運搬業者控えにつ

いては管理センターで適正に保管。 遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 
委託者として 

美浦工場（排出地）事務所で、適正

に保管。 

マニフェスト交付状

況等の報告 
委託者として 

美浦工場（排出地）事務所で、取りま

とめ茨城県に適正に報告。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 
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法律等の名称 

（関連する条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

廃棄物処理法

（中間処理基

準関係） 

焼却 ※ダイオキシン類対策特別措置法の欄に記載 美浦工場 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

潮見工場 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

囲い等 

敷地の周囲に囲い・門扉

を設け、破損等した場合

は速やかに修復する。 

囲い・門扉に損傷なし。 

 

表示等 

入口に中間処理施設で

あることの所定の表示を

掲示する。 

適正に表示。 

産 業 廃

棄 物 の

保管 

保管量の上限（処理能力

の 14 日分）を遵守する。 
受入後、一週間以内に処理終了。 

美浦工場 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

潮見工場 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

保管場所であることの所

定の表示をする。 
適正に表示。 

飛散、流出、地下浸透、

悪臭の発散がないよう措

置を講ずる。 

【飛散の防止】 

密閉容器に入っていない飛散の恐

れのある物は建屋内に保管。 

【流出の防止】 

液状物は全て密閉容器に入れ、流

出防止設備のある所定の場所に保

管。 

【地下浸透の防止】 

地盤面コンクリートにひび割れ等が

無いよう保持。 

【悪臭の発散の防止】 

強い悪臭を伴う物は受入れしないよ

う管理。 

害虫等が発生しないよう

措置を講ずる。 
害虫の発生なし。 

廃棄物処理法

（収集運搬基

準関係） 

飛散、流出、悪臭の発散がないよう措

置を講ずる。 

【飛散の防止】 

密閉容器に入っていない物はロー

プで固定する等してシートで被覆。 

【流出の防止】 

液状物は密閉容器に入れロープで

固定する等して転倒を防止。 

【悪臭の発散の防止】 

強い悪臭を伴う物は回収しない。 遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

特別管理産業廃棄物は他の種類の

ものと混合しないよう管理する。 

特管物は全て密閉容器に入れて運

搬し、他の物と混合しない。 

産業廃棄物運搬時には、対応するマ

ニフェスト（電子マニフェストの場合は

仕切り書等）を携帯する。 

【一次区間運搬の場合】 

廃棄物回収時に排出者から交付さ

れたマニフェストを目的地まで携帯。 

電子マニフェストの場合は仕切り書

を発行し目的地まで携帯。 

【二次区間運搬の場合】 

廃棄物回収時に一次区間運搬業者

から対応するマニフェスト又は電子

マニフェスト情報を記載した伝票を

受け取り目的地まで携帯。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 
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法律等の名称 

（ 関 連 す る 条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

廃棄物処理法

（その他） 

許可証（又は写し）の備付 許可証写しのファイルを備付。 

美浦工場 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

潮見工場 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

運搬車両 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 11 日 

焼却施設技術管理士 認定証は管理センターにて保管。 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

産業廃棄物処理業の許可申請に

関する講習会の処分課程修了 

修了証は管理センターにて保管。 

2021.8.18（更新） 

産業廃棄物処理業の許可申請に

関する講習会の収集・運搬課程修

了 

修了証は管理センターにて保管。 

2022.12.13（更新） 

焼却施設情報の公開（廃棄物処

理量、排ガス測定結果） 

下記 urlに公開。 

https://www2.sanpainet.or.jp/ 

index_u5.php?Param1=8&Param2 

=03639&Param0=&menu=2 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

排出事業者とし

て、産業廃棄物の

保管場所であるこ

との所定の表示。 

美浦工場 適正に表示。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 1 日 

処分実

績の報

告 

茨城県 

産業廃棄物 
管理センターで報告書作成し、郵送

することで報告。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

特別管理産

業廃棄物 

船橋市 

産業廃棄物 
管理センターで報告書作成し、郵送

することで報告。 
特別管理産

業廃棄物 

収集運

搬実績

の報告 

茨城県 

産業廃棄物 
管理センターで報告書作成し、郵送

することで報告。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

特別管理産

業廃棄物 

東京都 

産業廃棄物 

管理センターで報告書作成し、郵送

することで報告。 

特別管理産

業廃棄物 

特別管理産

業廃棄物 

 

  

https://www2.sanpainet.or.jp/


16 

 

法律等の名称 

（ 関連する条

例） 

当社に適用される要求事項 
当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

大気汚染防止

法 

（茨城県・船橋

市環境保全条

例） 

特定施設の設置の届

出 

美浦工場 

H14.2.1 に廃棄物焼却炉の設置を、

茨城県環境保全課に届出し、副本を

管理センターで保管。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

H19.9.10に廃棄物焼却炉の設置を、

船橋市環境保全課に届出し、副本を

管理センターで保管。 

特定施設の変更の届

出 

美浦工場 最新の届出と現状が適合している。 

潮見工場 同上 

排ガス測定・基準値の

遵守（ばいじん、硫黄

酸化物、窒素酸化

物、塩化水素）（年２

回） 

美浦工場 

年２回実施し、測定結果を美浦工場

事務所に保管。 

過去に基準値の超過なし。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

年２回実施し、測定結果を潮見工場

事務所に保管。 

過去に基準値の超過なし。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

ダイオキシン 

特措法 

特定施設の設置の届

出 

美浦工場 

H14.2.1 に廃棄物焼却炉の設置を、

茨城県環境保全課に届出し、副本を

管理センターで保管。 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

H19.9.10に廃棄物焼却炉の設置を、

船橋市環境保全課に届出し、副本を

管理センターで保管。 

特定施設の変更の届

出 

美浦工場 最新の届出と現状が適合している。 

潮見工場 同上 

測定・基準値の遵守

（排ガス、燃え殻、飛

灰）（年 1 回） 

美浦工場 

年１回実施し、測定結果を美浦工場

事務所に保管。 

過去に基準値の超過なし。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

年１回実施し、測定結果を潮見工場

事務所に保管。 

過去に基準値の超過なし。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

測定結果の報告 

茨城県 

結果入手次第、管理センターで、測

定業者が作成した報告書に押印の

上、環境保全課に郵送することで報

告。 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

船橋市 

結果入手次第、管理センターで、測

定業者が作成した報告書に押印の

上、環境保全課に郵送することで報

告。 
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法律等の名称 

（関連する条例） 
当社に適用される要求事項 

当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

騒音規制法 

（茨城県・船橋市

環境保全条例） 

特定施設の設置の

届出 

美浦工場 

次の施設を H14.2.15 に、美浦村生

活環境課に届出し、副本を管理セン

ターで保管。 

送風機 55kw 

送風機 18.5kw 

空気圧縮機 37kw 

 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

次の施設を H19.8.8 に、船橋市環境

保全課に届出し、副本を管理センタ

ーで保管。 

送風機 45kw 

送風機 18.5kw 

空気圧縮機 55kw 

空気圧縮機 7.5kw 

特定施設の変更の

届出 

美浦工場 設置後の変更なし。 

潮見工場 設置後の変更なし。 

基準値の遵守 

美浦工場 

年に１回以上敷地境界の騒音測定を

実施し、基準値を遵守していることを

確認。 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 
施設を適正に管理し異常な騒音の

発生を防止。 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

振動規制法 

（茨城県・船橋市

環境保全条例） 

特定施設の設置の

届出 

美浦工場 

空気圧縮機 37kwを H14.2.15に、美

浦村生活環境課に届出し、副本を管

理センターで保管。 

 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 

空気圧縮機 45kwを H19.8.8 に、 

空気圧縮機 7.5kwを H22.7.1 に 

船橋市環境保全課に届出し、副本を

管理センターで保管。 

特定施設の変更の

届出 

美浦工場 設置後の変更なし。 

潮見工場 設置後の変更なし。 

基準値の遵守 

美浦工場 
施設を適正に管理し異常な振動の

発生を防止。 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 
施設を適正に管理し異常な振動の

発生を防止。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

悪臭防止法 

（茨城県・船橋市

環境保全条例） 

基準値の遵守（臭気

指数） 

美浦工場 

年に１回以上敷地境界の指数測定を

実施し、基準値を遵守していることを

確認。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

潮見工場 
施設及び廃棄物の受入を適正に管

理し悪臭の発散を防止。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 
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法律等の名称 

（関連する条例） 
当社に適用される要求事項 

当社の対応 

自主基準 

確認者 

確認日 

家電リサイクル法 
家電 4 品目の小売店等への適正

な引渡し 

家電４品目を廃棄する場合は、家電

販売店に持ち込むか、購入新品の納

入業者に引渡し、リサイクル票は全て

管理センターで保管。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

リサイクル法 

資源有効利用促

進法 

企業等により事業で利用されてい

たパソコン（事業系パソコン）につ

いて、メーカーに回収・リサイクル

をする 

又は、業者へ適正な引き渡し 

パソコンに保存されているデータは

使用者・排出者の責任であらかじめ

消去し、メーカーに回収・リサイクルし

てもらう。 

又は、パソコンリュース企業を利用す

るか、買い替えの際に買取りか下取り

にする 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

自動車リサイクル

法 

リサイクル料金の支払い・廃車の

引き取り業者への引渡し 

車両を廃車する場合は、ディーラー

又は修理工場へ引渡し、リサイクル

票は全て管理センターで保管。 

過去に廃車の実績なし。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

自動車ＮＯｘ・Ｐ

Ｍ法 

（東京・千葉・埼

玉・神奈川ディー

ゼル走行規制条

例） 

各都県の適合車種を使用 

ディーゼル車は車検時に、管理セン

ターで、ディーラーに適合車種である

ことの確認を依頼し、不適合である場

合は除去装置を取り付ける、若しくは

車両を更新する。 

除去装置を取り付けた場合は、適合

証を車検証とともに車載。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

浄化槽法 施設の届出・浄化槽の管理 

管理業者に委託し、点検票は各設置

場所の事務所で保管。 

浄化槽から下水道へ切り替え 

 

下水道法 放流開始の届出 潮見工場 

管理センターで千葉県企業庁と協定

を締結。 

その他の要求事項については、生活

廃水のみの放流であるため該当な

し。 

Ｈ30.2.21 公共汚水ます設置位置確

認届出書を船橋市へ提出。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

グリーン購入法 環境物品の選択（努力義務） 取組について検討。   

茨城県公害防止

条例 
揚水機の届出 美浦工場 

H12.5.17 に美浦村生活環境課に届

出し、副本は管理センターで保管。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

茨城県景観形成

条例 
煙突の届出 美浦工場 

H14.7.29 に茨城県建設指導課に届

出し、副本は管理センターで保管。 

 

 

遠藤信也 

2024 年 

10 月 31 日 

※法令違反、訴訟など無し。 
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【９】代表者による全体の見直しと評価 

  全社的な節水活動、美浦工場からの二次産業廃棄物の削減、管理センターの節電につ

いては、大幅な改善が見られました。来年度も活動を継続してください。 

  一方で、以下の２項目については改善が必要と考えます。 

 

 ◆収集運搬車両の燃料消費の削減（目標②） 

対象部門：営業・リサイクル部 

担当部門/責任者：営業・リサイクル部/吉信正行 

目標値：積載率 70%以上 

《目標達成の手段》 

1)運行ルートを再度見直し、効率を妨げる排出元については、他社への契約移行を検

討する。 

2)運行ルートの最適化により運行車両台数を減らす。 

※昨年度も同様の《目標達成の手段》を提示しましたが、営業上の理由で実行できて

いません。排出元が散在する傾向がより顕著となり、難しい部分もありますが、よ

り踏み込んだ対応を期待します。 

 

◆外部環境関連講習への積極的な参加 

  対象部門：全社 

  担当部門/責任者：管理センター/遠藤信也 

  目標値：受講者 3 人以上(来年度は５人以上) 

《目標達成の手段》 

1) 受講者が管理センターに偏らずに幅広い部署で受講する。 

2) 受講日程を早めに取り決め、現場のスケジュールを調整する。 

  ※今年度は管理センターのみの受講で、人数も３名と昨年度を下回ってしまいまし

た。来年度は早めに各部門責任者と協議し、目標受講者数を上回るだけでなく、よ

り全社的な受講に取り組んでいきます。 
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【その他の情報公表項目】 

◆処理施設の状況 

（１）潮見工場 

（産業廃棄物中間処理施設） 

➀乾留ガス化焼却炉(スプレー焼却炉付帯)×1基 22ｔ／日 

②自動中和装置×1基    30㎥／日 

 ③重力式油水分離器×1 基    6 ㎥／日 

（有価物処理施設） 

④フィルタープレス×1基 

⑤焼却灰粉砕装置×1基 

 

（２）美浦工場 

（産業廃棄物中間処理施設） 

➀多段式固定床炉×1基     6ｔ／日 

②自動中和装置×1基    32㎥／日 

③汚泥乾燥機×1基    4.8 ㎥／日 

（前処理施設） 

④減圧蒸留濃縮装置×1基 

⑤フィルタープレス×1基 

 

（３）運搬車両 

➀中型キャブオーパ 6 台 

②大型キャブオーパ 2 台 

③中型保冷バン 1 台 

④中型バキューム車 1 台 
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◆許可の状況 

（１）(特別管理)産業廃棄物処分業（中間処理） 

 処理方法 種類 許可 

美
浦
工
場 

焼却 廃油、廃プラスチック類、引火性廃油※ 許可賢者:茨城県 

許可期限 

産廃:R10.12.2 

特官: 同上 

中和 廃酸、廃アルカリ、汚泥、 

強廃酸※、強廃アルカリ※ 

乾燥 汚泥 

潮
見
工
場 

焼却 廃アルカリ、廃油、廃プラスチック類、 

強廃アルカリ※、引火性廃油※、 

感染性産業廃棄物※ 

許可賢者:船橋市 

許可期限 

産廃:R10.3.25 

特官: 同上 中和 廃酸 強廃酸※ 

油水分離 廃油、引火性廃油※ 

 ※特別管理産業廃棄物 

 

（２）(特別管理)産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く） 

都県 種類 許可期限 

茨城県 廃酸、廃アルカリ、汚泥、廃油、廃プラスチック類、 

強廃酸※、強廃アルカリ※、引火性廃油※ 

産廃:R8.9.3 

特官:R10.7.13 

東京都 廃酸、廃アルカリ、汚泥、廃油、廃プラスチック類、 

紙くず、木くず、ガラスくず、 

コンクリートくず及び陶磁器くず、 

強廃酸※、強廃アルカリ※、引火性廃油※、 

感染性産業廃棄物※ 

産廃:R8.10.31 

特官:R10.8.19 

千葉県 廃酸、廃アルカリ、汚泥、廃油、廃プラスチック類、 

強廃酸※、強廃アルカリ※、引火性廃油※、 

感染性産業廃棄物※ 

産廃:R8.8.31 

特官:R10.9.19 

埼玉県 廃酸、廃アルカリ、汚泥、廃油、廃プラスチック類、 

強廃酸※、強廃アルカリ※、引火性廃油※ 

産廃:R8.2.17 

特官:R10.6.30 

神奈川県 廃酸、廃アルカリ、汚泥、廃油、廃プラスチック類、 

強廃酸※、強廃アルカリ※、引火性廃油※、 

感染性産業廃棄物※ 

産廃 R6.1.19 

特官:R10.2.20 

 ※特別管理産業廃棄物 
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◆産業廃棄物処理実績 

（１）収集運搬 

種類 
数量(kg) 

10-12 月 1-3 月 4-6 月 7-9 月 合計 

廃酸 49,174  28,934  27,179  29,278  134,565  

廃アルカリ 70,882  61,047  67,273  42,316  241,518  

廃油 263,494  221,372  215,358  230,280  930,503  

汚泥 22,589  18,038  22,852  33,550  97,028  

廃プラスチック類 23,361  27,624  18,565  17,801  87,351  

強廃酸 20,700  15,960  18,040  16,670  71,370  

強廃アルカリ 10,472  9,515  8,839  10,950  39,776  

引火性廃油 41,734  66,593  72,583  43,736  224,646  

感染性廃棄物 8,635  10,185  8,202  6,675  33,697  

合計 511,041  459,267  458,890  431,256  1,860,454  
 

 

 

（２）中間処理 

種類 
数量(kg) 

10-12 月 1-3 月 4-6 月 7-9 月 合計 

廃酸 49,843  29,926  33,199  33,808  146,776  

廃アルカリ 208,572  218,728  226,942  166,575  820,817  

廃油 386,398  330,747  332,381  328,364  1,377,889  

汚泥 68,873  75,772  62,010  84,923  291,577  

廃プラスチック類 170,912  147,801  154,470  145,813  618,996  

強廃酸 31,973  30,248  32,267  25,062  119,550  

強廃アルカリ 35,299  26,666  51,918  50,588  164,471  

引火性廃油 77,732  95,100  103,175  71,805  347,812  

感染性廃棄物 309,766  303,909  297,144  310,923  1,221,743  

合計 1,339,368  1,258,896  1,293,505  1,217,861  5,109,630  
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◆処理工程図 

（１）潮見工場 
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（２）美浦工場 

 

 


